


３．講義で扱った｢タイマ｣のデータパスの設計例を参考に､以下のような仕様のデータパスdatapathのVHDL記述を、
下線部に必要な記述を補って完成させよ。（４０点）
辻撞・入力: op(4bit)、imm(4bit)、z(lbit)
。出力: addr(4bit)
・機能: op="0110"、または、「op="0111"かつz=l」のときは、addrにimmを代入する（分岐)。それ以外のときは、
現在のaddrに１加える(次命令フェッチ)。なおこれらの動作はすべてクロック信号elkの立ち上がりで行われ､rst=l
でaddrはelkとは非同期に０にリセットされる。
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４．この授業を通して学んだことが､あなたの普段の生活や今後の進路にどのような関係･影響があったか(またはありそうか)、他の
授業やこれまでの授業で学んだこととの関連やあなた自身の感想などを交えて、自由に考えを述べてください。（記述の内容は点
数に反映させませんので､思うままに自由に述べてください)(10点）

、

’


